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クーラント液を吐出しない（少ない）

①モータ故障、結線ミスを確認

＜対策＞モータ交換
モータ駆動している

液面レベルは正常
②クーラント液面低下

＜対策＞クーラト液の補充、レベルセンサ調整

気泡・泡立ちは無い
③キャビテーション、エアレーション

＜対策＞消泡剤、クーラント液補充、仕切等対策

吸入口は正常

④切粉等による吸入口目詰まり

＜対策＞吸入口及び周辺の清掃

吸入口前処理として１８メッシュ板フィルタ設置

エレメント逆洗浄の実施

（下記参照ｏｒ取説Ｐ２０参照）

⑤エレメント目詰まり

＜対策＞クーラント液交換、タンクの清掃

仕切等の気泡、浮上油対策（取説Ｐ１０参照）

※クーラント粘度を確認してください。

２０μフォルター使用時は１５㎜2/s以下

５０μフィルター使用時は３２㎜2/s以下エアー抜きの実施

（吐出先にチェッキ弁がある場合）

エレメント目詰まり、ポンプ摩耗の可能性

（返却調査が必要になります）

吐出は正常

異音がする
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取付は正常
⑥タンク取付ボルトの緩み等による共振

＜対策＞取付ボルト増し締め

リリーフはしていない
⑦リリーフによる音で異音ではない。

＜対策＞リリーフ圧力の調整（下げる）

吸入口内部は正常
⑧吸入口内部にあるインペラー切粉目詰まり

＜対策＞吸入口パンチメタルを外し切粉除去

エレメント破損、ポンプ破損の可能性

（返却調査が必要になります）

カップリングは正常
⑨カップリング変形、破損

＜対策＞カップリング交換



故障・現象内容 想定原因 チェック項目・方法 処置・対策

吐出ポートから液が
吐出しない。
吐出流量が少ない。
吐出圧力が低い。
異音がする。

モータ故障。 通電チェック、端子緩み。
モータ単体での動作確認。 モータ修理、交換。

モータ配線ミス、断線。 通電チェック、端子緩み。回転方向確認。 回転方向に合わせてモータ結線する。

カップリング破損。 ポンプ、モータ接続部確認。 カップリング交換。

クーラント液面低下。 タンク内クーラント液量確認。 十分なクーラント液を補充。
液面センサ等の液面管理。

吸入口の目詰まり。 吸入口の目詰まり確認。
吸入口及び周辺の清掃。
定期清掃、吸入口前処置として板フィル
ター等施策。

タービュランスフィルター
目詰まり。
※Ｅシリーズのみ

コンタミ排出ポートからは吐出の有無確認。
異音の有無確認。
浮上油の有無確認。

逆洗浄をする。（P.４4手順参照）
エアー、浮上油を吸い込まないように施策。

インペラーの
スラッジ詰まり、故障。 インペラーの詰まり、破損の有無確認。 スラッジの除去。

ポンプ修理、交換。

ポンプ、配管内のエアー。 初期動作時や長期停止後、クーラント液交
換後はエアーが入り吐出しない事がある。

ポンプ、配管内のエアー抜き。
吐出先のチェック弁がある場合はチェック
弁の前でエアーを抜く。

ポンプ故障、摩耗。
モータが回転しているか確認。
粘度、潤滑性は適正か確認。
異音の有無確認。

ポンプ修理、交換。
クーラント液の見直し。

キャビテーション。
エアレーション。 エアー、気泡を吸入しているか確認。 エアー、気泡を吸入しないように施策。

（ポンプ移動、間仕切り、消泡剤など）

吐出先口径が広い。 吐出流量は既定量吐出しているか確認。 吐出先口径を絞る。

リリーフバルブ調整。 リリーフバルブの圧力調整ネジを締め込
むと圧力が上がるか確認。

リリーフバルブの圧力調整ネジを締め込
み、設定圧力を調整する。

リリーフバルブ固着。 リリーフバルブの圧力調整ネジを操作し
ても圧力が変化しないか確認。

リリーフバルブ修理・交換。
浮上油の除去。

コンタミ排出ポートから
液が出ない。

コンタミ排出ポート配管が長い
または高い。

コンタミ排出ポート配管を外し液が出るか
確認。

コンタミ排出ポート配管高さをタンク底面
より１ｍ以内、水平方向を３ｍ以内にする。

コンタミ排出ポートの目詰まり。 配管内にスラッジ等の詰りが無いか確認。
配管内の清掃。
配管曲げを極力なくす。
コンタミ排出ポート口径を広くする。

吸引用インペラーの
スラッジ目詰まり、故障。

吸引用インペラーに目詰まり、破損がない
か確認。

スラッジの除去。
ポンプ修理、交換。

液漏れする。
オイルシール劣化、破損。 ポンプとモータ接続カップリング付近から

の液漏れの有無確認。 ポンプ修理、交換。

パッキン劣化、破損。 接合部からの液漏れの有無確認。 ポンプ修理、交換。

ブレーカ、サーマルが動
作する。

モータ故障、配線ミス。 モータ結線確認。
モータが動作するか確認。

モータ結線
モータ修理、交換。

オーバーロード 所要動力が適切か確認。
クーラント粘度が適正か確認。

モータ容量を上げる。
ポンプ容量を下げる。
設定圧力を下げる。
クーラント液の見直し。

クーラント液不適合。
（高粘度、潤滑不足）
ポンプ故障。

モータ回転しているか確認。
粘度、潤滑性は適正か確認。
異音の有無確認。

ポンプ修理、交換。
クーラント液の見直し。

■	 故障早見表


